
　河川の環境維持活動を目的としたアユの稚魚放流が 4月 26 日、二
階堂家住宅近くの高山川で行われました。この取り組みは地域の有志
らで活動する高山河川愛護会が 40 年以上続けているもので、霧島市
の天

あもり

降川産の稚アユを毎年放流しています。
　この用意されたアユは全部で 6000 匹。体験授業として参加した高
山小学校 3年生 63人がその内約 2000 匹を川に放しました。
　子どもたちがバケツに小分けされた体長 5センチほどの稚アユを
護岸の階段から放流する際、稚アユがバケツから川にスムーズに泳げ
るようにどの児童も慎重にバケツを傾ける姿が印象的で、子どもたち
は命の大切さを学ぶとともに地元の川をより身近に感じる機会とな
りました。

高山川を自然豊かな川に

山小学校児童も参加し稚アユ放流高

育成技術の向上を目指して

付町高山地域春季畜産共進会・第40回肝属郡春季畜産共進会肝
　４月 26日、肝付町家畜管理センターにおいて平成 30年度高山地域春季畜産共進会（主催　高山和牛振興会　
会長　江口一男）が盛大に開催されました。出品頭数は 49頭で、各部門ごとに上位入賞を目指し競いました。今
回はその中から肉用牛若雌２部より鳥丸美知也さん（鳥越振興会）の「やすはな」号がグランドチャンピオンに輝
きました。
　また、５月 15日には第 40回肝属郡春季畜産共進会が肝属中央家畜市場で開催され、郡内各市町から選抜され
た肉用牛 71頭が出場し、それぞれの生産農家が育成管理技術の成果を充分に発揮しました。その 71頭の中から
鳥丸さんの「やすはな」号が見事グランドチャンピオンに選ばれ、審査場内は応援にかけつけた農家の皆さんから
割れんばかりの拍手でした。審査講評の中でも、「資質品位が良好で調教もすばらしいです。この調子で油断す
ることなく飼養管理をがんばってください。見本になる非常に良い牛で
す。」と大絶賛されていました。
　出品された愛牛と農家の皆さんたいへんお疲れさまでした。今後も優
良牛を保留・導入し、より良い牛の生産に励み、肝付町の銘柄確立に向け
て頑張ってください。
　肝属郡春季畜産共進会への本町出品代表牛（者）は下記のとおりです。
（敬称略）

若雌１部（12ヶ月齢未満） ゆう21号 新村　祐太（本城下）
　　　　　〃 えりひめ号 中園　ミツ子（津曲）
　　　　　〃 みちる号 園田　光子（岩屋）
　　　　　〃 あじさい号 銭貫　義行（小田）※
若雌２部（12～16ヶ月齢未満） さとみ号 米澤　茂穂（水窪）
　　　　　　　〃 いちご号 渡口　いつ子（池之園）
　　　　　　　〃 やすはな号 鳥丸　美知也（鳥越）
　　　　　　　〃 あい８号 馬込　一夫（津房）※
若雌３部（17～23ヶ月齢未満） としこ１の１の１号 長倉　朱美（長珠庵）
　　　　　　　〃 くりくりこ号 馬込　尚之（津房）※
※は内之浦地域巡回審査

高山地域春季畜産共進会での審査の様子

第40回肝属春季畜産共進会でグランドチャンピオ
ンに輝いた「やすはな」号と鳥丸美知也さんご家族
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